近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１クール日報（１月２５日～1月３０日）
	報告日
天気
	1月30日（月）
晴　気温 　最高11度（最低0度）
	報告者
	大阪市社協：木下、堺市社協：増岡
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:30　  出発
8:00　  志賀町VC到着
    朝礼、ミーテイング（今日から時間を8時とする）
8:30 　 県Vバス到着　V受付
　　　  V活動
　　　  現地調査
13:00　 V活動やニーズ集約等
15:00 　V活動終了	
16:30   ミーティング
18:00　 翌日準備と事務作業
 19:30～ 移動（宿泊地まで）※第１クールと第２クールの引き継き

	報告事項

	■決定事項等
・ニーズ数266件。現調78件。
・本日の現調18件。
・本日の活動件数は９件（完了9、継続0）。
・ニーズ受付は42件であり、昨日が47件と多くなっている。
・2月からトヨタから2人のスタッフが帯で入る予定。また、2月3日から日野自動車から週末に送迎込みの活動を予定。
・2月3日（土）から軽トラ12台で運用開始。
・県民VCのV希望数は、2月3日から３０名。
・連合いしかわは、2月2日から軽トラ２台提供。2月５日から平日5人で活動。
・避難所の方の申し込みが5件。町役場職員がニーズ票を持参。
・富来の休憩所が充実。
・２月３日からＶ増員と軽トラ増に備えて、現地調査を徹底。その際、軽トラ不要の片づけや軽トラで搬送前の準備の有無のアセスメントを行う。
・マスコミからの取材で必要な機材を聞かれた。軽トラが不足している旨、伝えている。
・今日で特例貸付の応援スタッフ（福島県）による支援終了。長野県社協が明日から引き継ぐ。特例貸し付けは相談なし。
・ニーズ受付の仕組みを構築するため、電話受付マニュアルを作成し、スタッフで共有。

	今後の主な予定
	・明日は県Ｖバス15名の予定。活動は調整済み。
・個人Ｖの調整も予定するが少数の見込み。

	調整課題・所感等
	・ニーズ受付が増えた理由として、報道等の影響もあるが、活動が活発化して周知されてきたことも起因すると考えられる。
・センターの運営は日ごと経験値を高めて対応している。朝と終了後のミーティングでも活発に意見を出して前向きに検討している。
・地元社協と近ブロ派遣職員間の関係も良好で、地元社協も応援社協に何をまかせたらよいかがつかみかけているように思われる。

	その他
	・2月3日（土）からＶの増員と軽トラの増加から、オペレーションのブラッシュアップを行っていく。
・たまってきている未対応ニーズに対して早く対応していくために各種フェーズでのマニュアルの作成により、社協職員が現地調査に行ける体制を整える。
・現地調査の時のアセスメントで、運搬ではない作業の有無を確認し、Ｖ作業の幅を広げる。




